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● 水道水を使う場合

1. 給水ホースの端を給水口に取付けてください。

反対側を水道の蛇口に取付けてください。

各接続口は必ずホースバンドで締付けてくださ

い。

本機を平坦で水平な場所に

設置してください。

供給水道量は20L/min（0.2～0.7MPa：

2～7kgf/cm 2）以上が必要です。

2. 高圧ホースにトリガーランスを接続してください。

● オイルの補給

1. クランクケース注油口のふたを取り、オイルゲー

ジの中央にあるマークまでエンジンオイルを入れ

てください。エンジンオイルはSC、SDまたはSE級

SAE#30を使用してください。

マークより多く入れるとオイルが吹き出る

ことがありますので注意してください。

車輪のストッパーをONにすると走行ロックが掛かり

ます。OFFにするとロックが解除されます。

必ずロックをして、作業中に自走しないように

してください。

重 要

作 業 前 の 準 備

重 要

ホ ー ス を 取 付 け る

重 要

車 輪 の 走 行 ロ ッ ク

警 告

ポンプオイルの補給

シャリン

シースタンク

ストッパー

ＯＮ ＯＦＦ

車輪の走行ロック
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●操作スイッチ

メイン ： 通電しているときに点灯します。

内部吸水 ： 通常の運転。水の使用を止めてしば

らくするとモータは停止し、再開すると

モータが回転します。給水が無い場

合はモータが停止します。

但し、水が再び補給されたら、モータ

は自動的に再起動します。

停止 ： モータが停止します。

外部吸水 ： 通常の運転。水の使用を止めてしば

らくするとモータは停止し、再開すると

モータが回転します。給水が無い場

合はモータが停止します。

※ヒント：操作スイッチを「外部吸水」で使用中に

給水が途切れた場合はモータが停止します。

再開する場合は一旦「停止」にしてください。

電源スイッチを内部吸水にした時、給水が

無い場合はモータが停止します。水が再び

補給されたら、モータは自動的に再起動し

ますので洗浄ガンのトリガーを握ったまま

の状態でしたら、水が思わぬ方向へ噴射さ

れる恐れがあります。

●水道水を使う場合

1. 水道栓を全開にしてください。

2. フロートバルブにより水がとまることを確認して

ください。

（バルブのゴミ詰まりや傾斜地では止水が不完

全となります。）

3. 操作スイッチを“内部吸水”にしてください。

操 作 方 法

作 業 の 開 始操作スイッチ

警告

メイン 内部吸水 

停止 

外部吸水 

 14



●外部から自吸をする場合

1. 自吸ホース、ストレーナ、余水ホースを給水容

器（水源）に入れてください。

余水ホースを自吸ホースにバンドなどで

固定して、余水ホースが給水容器（水源）から

出ないようにしてください。

2. エアー抜きコックを開けてください。

3. 操作スイッチを“外部吸水”にしてエアー抜き

コックから水が出てきたらコックを閉じてください。

操作スイッチを｢停止｣にします。

4. 以降は水道水を使う場合と同様です。

噴射パターンはトリガーランス先端の切替えリング

を回すことにより調節できます。

1. 作業が終わったら水道栓を閉めてから、タンク

ドレーンを開けタンク内の水を排出してください。

外部から自吸している場合はストレーナを水源

から上げてください。

2. トリガーを握って、1～2分間の再運転を行ない

高圧ホース、トリガーランスの水を抜いてくださ

い。

必ず、再度トリガーを開き高圧ホース内の

残圧を抜いてください。次の作業を開始する

ときに反動を防ぐことができます。

5分以上、カラ運転をしないでください。

重要

噴 射 パ タ ー ン の 変 更

作 業 の 終 了

重要

重要
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高圧洗浄機を輸送・移動するときには、

以下の点を守ってください。

●水抜きをする。

●タンクの水をカラにする。

●車輪の走行ロックをする。

●洗浄機に衝撃をあたえないようにする。

●トラックの荷台に載せるときはロープなどで

固定し、車輪に歯止めをあててください。

フック・ロープは300kg以上の荷重に耐えら

れるものを使用してください。

高圧洗浄機を吊るすときには、以下の点を

守ってください。

●電源コード、ホース類は外す。

指定の吊り金具部を吊ってください。 ●タンクの水をカラにする。

●車輪の走行ロックをする。

●洗浄機に衝撃をあたえないようにする。

●吊るした本機の下には絶対に近寄らない。

輸送・移動時の注意

フックで吊るすときの注意

重 要

警 告 クレーン・ユニックなどの
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長期保管する前には必ず以下の手順に

したがってください。

冬期間、水が凍結する恐れのある地域では

必ず水抜きを行なってください。

● 高圧ホースを外し、1分ほどカラ運転をして

完全に水を抜いてください。

5分以上のカラ運転をしないでください。 ● シースタンク・ポンプの各ドレンを外して、

水を抜いてください。

● 各ホース類は室内に保管してください。

凍結による不具合などは、メーカーの保証

対象外となりますので、ご注意ください。

以下の場所に保管してください。

● ホコリがかからない。

● 熱、直射日光があたらない。

● 子供の手が届かない。

● 火気がない。

● 平坦な場所。

● 近くに危険な物が無い。

水抜き

長 期 保 管

項 目
形式 JM530TP/(50Hz)

重 要

重 要

重 要

mm

仕 様

長期保管の場所

JM530TP/(60Hz)

3630

53

可変ノズル付ガン 

１２．７×２０

寸 法 ： 長 さ × 幅 × 高 さ

乾 燥 重 量

モ

ー

タ

ー

ポ

ン

プ

形 式

モ ー タ ー 制 御

吐 出 圧 力

吐 出 量

形 式

φmm×m

L

L/min

ノ ズ ル付

属

品

貯 水 タ ン ク 容 量

高 圧 ホ ー ス

４．９ (５０kgf/cm 2)

９４４．５×６３０×７０３．５

123.6

三相２００V   ３．７kW

全自動

MPa

単位

WH-１０２９ＰＭ

kg
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